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論 文 内 容 の 要 旨
本論文の構成は以下の通りである。
序　論
第１章　ヴァーグナーと『パルジファル』
第２章　聖杯騎士伝説―その系譜と十字軍の時代―
第３章　アンデクス・メラン家と聖杯騎士伝説
第４章　バイロイト―辺境伯宮廷文化と聖杯騎士伝説の継承
第５章　ジャン・パウル―バイロイトのロマン主義そしてワーグナーへ―
第６章　バイロイト音楽祭―9世紀における聖杯騎士伝説の復活―
第７章　EUと聖杯騎士伝説―カレルギーの欧州平和統合運動―
第８章　聖杯騎士伝説と現代―戦後バイロイトと『パルジファル』―
結　語
　末尾に参考文献一覧、論文テーマに関連する学会発表・論文一覧、研究協力機関および現地踏査地一覧が
収録されている。
　序論によれば、本論文の主な論点は以下の３つである。「第１は、聖杯騎士伝説が十字軍遠征に象徴され
るヨーロッパ内外の宗教的対立と不寛容を収め、新たな統一と平和を構築しようという願いを追い風に成立
した。第2は、この聖杯騎士伝説の精神がバイロイトに連綿と継承され、この伝説の精神を現代に復活させ
るためヴァーグナーがバイロイトに迎えられ、『パルジファル』を完成させた。そして第3に、聖杯騎士伝説
の継承者クーデンホーフ＝カレルギーの汎ヨーロッパ運動が国際社会の結束に大きく貢献し、ナチス・ドイ
ツが倒されてヨーロッパが対立から統合に導かれたことである。」（p.5）
　第１章は、ワーグナーの『ローエングリーン』と『パルジファル』の解説を通して、聖杯伝説の概要を紹
介する。続く第２章～第３章は上記論点第に相当する部分である。第２章では、アーサー王伝説に由来す
る聖杯騎士伝説の成立と発展、ことに十字軍に参加したフランドル伯フィリップおよびエルサレム国王ボー
ドゥアン４世のイメージがそれぞれパルジファルと漁夫王に織り込まれつつ、クレティアン・ド・トロワの
『ペルスヴァル』（パルジファル）が形成されるも未完で終わるいきさつ、さらにシュタウフェン王朝神聖ロー
マ帝国の当時の状況を反映させつつイスラーム圏をも物語の舞台に取り込むことで両宗教文化圏の宥和を視
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野においた、ヴォルフラム・フォン・エッシェンバッハの『パルツィヴァール』の成立を述べる。第３章に
おいて、シュタウフェン朝フリードリヒ２世やドイツ・アンデックス・メラン家のもつ汎ヨーロッパ的傾向
および当時のヨーロッパ状勢が、聖杯騎士伝説に強く反映していることを示す。
　第４章以降は、これまでの聖杯騎士伝説の成立を受けて、その汎ヨーロッパ的平和主義的な理念がどのよ
うに受容・実現されていったかを述べる論点第２に相当する。そして、第７章が同時に論点第３点を扱う。
まず第４章ではゲオルク・ヴィルヘルムのザンクト・ゲオルゲンにおける聖杯騎士伝説の再興、第５章で
は、聖杯騎士伝説の継承者としてのジャン・パウルのバイロイトでの活動が、後のワーグナーの活動に連な
る、予告的先取り的なものであったことが示される。第６章において、ワーグナーのバイロイト移住にとって、
この地における聖杯騎士伝説の伝統がワーグナーを引きつけるとともに、バイロイト側もワーグナーの移住
を歓迎した、という点が強調されている。第７章では、リヒヤルト・クーデンホーフ=カレルギーを反ナチス・
汎ヨーロッパ運動の主導的人物、聖杯騎士伝統の継承者として描く。第８章は、戦後のワーグナー演出の中に、
リヒヤルト・クーデンホーフ=カレルギーとヒトラーとの対決（反ナチス運動）が反映されている状況を示す。
結語では、これまでの論のまとめと同時に、締めくくりに「バンベルクの騎士」がパルジファルであるとい
う論を展開している。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　206年１月23日（土）の学位申請論文公聴会に続いて、口頭試問を行った。
　公聴会は、膨大な資料を用い260ページにおよぶ本論文の内容説明と内容確認を中心として進められた（上
記論文内容の要旨参照）。そして、口頭試問においては、論文の主要問題について立ち入った質疑応答が行
われた。以下において、口頭試問で指摘された論点および審査委員会の評価を要約する。
a. 個々の問題の評価
　論点第１に関する第２章～第３章
　論点の「第１は、聖杯騎士伝説が十字軍遠征に象徴されるヨーロッパ内外の宗教的対立と不寛容を収め、
新たな統一と平和を構築しようという願いを追い風に成立した」の部分に相当する箇所である。旧来の地中
海世界統合の思想的担い手であったキリスト教に対し、新興の優越したイスラーム世界が次第に大きな脅威
となる状況下に、十字軍戦争が勃発する。
　十字軍による地中海世界の混乱の後に平和が再興されてゆく流れの中に聖杯騎士伝説成立を位置づけると
いう論は説得的であり、当時の地中海文化圏の国際関係により明快な説明枠を提供してくれる。聖杯騎士伝
説のルーツはアーサー王伝説にあるとされるが、クレティアン・ド・トロワの『ペルスヴァル』はこの十字
軍の展開をとらえながら、フランドル伯フィリップをモデルとして成立した聖杯伝説であるとする。汎ヨー
ロッパ的平和主義的なヨーロッパ統治を目指すシュタウフェン朝神聖ローマ帝国の理想は、やがてキリスト
教ヨーロッパの枠を越えて、イスラーム文化圏を含む地中海地域の平和を模索する動きへと発展し、アンデッ
クス・メラン家などのそれを支える諸勢力、そして神聖ローマ帝国皇帝フリードリヒ２世によって体現され
ることになる。しかしエルサレムをめぐるキリスト教ヨーロッパとイスラーム・アラブとの宥和は、フリー
ドリヒ２世の破門に見られるような、ヨーロッパ内部での抗争対立をひきおこした。この時期に成立する聖
杯伝説を、川西氏は、上記の地中海地域の宥和を進める人々とその理念とを反映するものであること、聖杯
伝説の成立変貌過程が、当時の歴史的展開と対応するものであり、それが未刊に終わったクレティアン・ド・
トロワの『ペルスヴァル』に続いてヴォルフラム・フォン・エッシェンバッハ『パルツィヴァール』が書か
れた背景であることを示している。
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　さまざまな歴史的事象が流入反映することによって聖杯騎士伝説が形成変貌してきたとの主張は説得力が
ある。すべての事象について直接的・同時代的な資料が与えられているわけではないが、もともと資料の限
られている中世研究においては、これまでのエポックメーキングな古代中世研究がそうであったように、研
究者の構想力の果たす役割が極めて大きいし、本論文においても川西氏のダイナミックな構想力は大いに評
価される。
第４章
　近世に入ると、（農民戦争のような一過性の現象はあっても）社会の支配構造が激変するわけではないが、
それにもかかわらず民衆の経済的生産力の着実な上昇とともに、支配層は民衆の力を取り込むために意を注
ぐことになる。戦争や疫病によって人口減の危機にさらされたこの時期、領地の繁栄には領民の人口確保は
欠かせない。支配者の権威の象徴としての儀礼は次第に領民誘致と領民の絆強化の役割を強くしてゆく。ゲ
オルク・ヴィルヘルムのザンクト・ゲオルゲン経営における聖杯騎士の理想の再興は、そのような近代初頭
の開かれた時代状況を考量すると、リアリティの感じられるできごとであるが、そうした動きを川西氏は、
さまざまな資料を用いて実証している。
第５章～第８章
　8世紀以降は、資本主義の形成と産業革命の流れの中で、経済的要因の社会的影響が急増する時期であり、
個々の歴史的現象を理解する場合に、政治、経済、思想文化などのさまざまな動因の相互関係を考慮しなけ
ればならない。第５章以降の各章がはらむ問題には共通点が多いので、次の全般的な評価の稿で述べる。
結論
　本来結論は、論文全体のまとめと、そこから帰結する問題点や今後の研究の課題などを述べるのが普通で
あるが、ここで突如３. ３. ３. で言及された「バンベルクの騎士」がパルジファルであるとの新たな説が提
示される。フィナーレの効果を狙ったものと思われるが、学術論文としては違和感がある。本文中の適切な
位置におくべきであろう。
b. 全般的な評価
　冒頭に引用した、本論文の「主な論点」３点（上掲）のうちの第１点と第２点とは首尾一貫した内容であり、
膨大な資料からの引用に支えられて、説得力を高めている。中世に形成された聖杯騎士伝説の平和主義・汎
ヨーロッパ主義思想が近現代、ことにバイロイトをめぐってどのように受容継承され、現実の政治経済文化
に影響を与えてきたのか、という問題に関しては、川西氏はその伝統の存在と連続性とを取りだし、裏付け
ることに成功している。しかしながら、第２点に関し、ジークフリート・ヴァーグナーやリヒャルト・フォ
ン・クーデンホーフ・カレルギーなどの個々の歴史的人物を直ちにパルジファルと同一化したり、聖杯騎士
の伝統の継承者として熱狂的に称揚したりする文章表現も散見される。これらの表現が論文の学術的信憑性
を高める働きを果たしているとは言いがたい。聖杯伝説中のできごとや人物を、伝説成立後の歴史的事象や
人物と重ね合わせてその業績などを称えることは、文学的表現としては許されても、学術論文においては十
分慎重を期さなければならない。
　第３の論点、すなわち、聖杯騎士伝説の継承者クーデンホーフ＝カレルギーの汎ヨーロッパ運動が国際社
会の結束に大きく貢献し、ナチス・ドイツが倒されてヨーロッパが対立から統合に導かれたとする主張、こ
とにナチス・ドイツの成立から崩壊に至るプロセスに関しては、政治、経済、思想文化にわたる当時のドイ
ツ国内および国際社会のさまざまな要因を考慮し、その中でリヒャルト・クーデンホーフ・カレルギーが果
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たした役割を正当に評価する必要がある。本論文第７章の叙述は、川西氏が、リヒャルト・クーデンホーフ・
カレルギーをヒトラー・ナチス政権の崩壊の最大の功績者と見なしているようにさえ解されるが、そのよう
な誤解を避けるために、文章表現の改善が必要である。
　審査委員会は、川西氏が膨大な資料にあたり、優れた歴史的感性と、まれに見る巨視的な構想力で、独自
の聖杯騎士伝説の再解釈、再構成を行ったことを高く評価する。よって、206年１月23日の公聴会、および
口頭試問の試験結果に基づき、審査委員は全会一致で、本論文提出者川西孝男氏が博士（学術）甲号を受け
るに値するものと認める。
